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দ
ຊ
ઐ
຿
ཧ
ࣄ

ௗ
ډ
会
ܭ
ཧ
ࣄ

ҏ
ࠤ
໺
؂
ࣄ

く
֓
況
に
つ
い
て
語
っ
た
後
、
Ｊ

Ｅ
Ｐ
の
活
ಈ
に
つ
い
て
、
࣍
の
よ

͏
に
報
告
を
し
た
。

「
当
連
合
会
は
ऩ
ೖ
ࡒ
ݯ
֬
อ

の
た
め
の
事
業
と
し
て
、
２
０
２

３
年
度
も
Ｐ
Ｌ
อ
ݥ
の
Ѻ
ટ
事
業

を
実
施
し
、
ऩ
ೖ
増
を
ਤ
っ
た
。

ࢧ
出
面
に
お
い
て
は
、
会
議
費

の
ܦ
費
࡟
ݮ
ର
ࡦ
と
し
て
、
２
０

２
４
年
３
月
６
日
お
よ
ͼ
７
月
５

日
に
、
Ｊ
Ｅ
Ｐ
理
事
会
を
Ｗ
Ｅ
Ｂ

に
て
実
施
し
た
。

ま
た
、『
Ｃ
Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
２
０
２

３
』
に
協
ࢍ
団
体
と
し
て
参
加
お

よ
ͼ
『
電
子
機
器
ト
ー
タ
ル
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
展
２
０
２
４
』
に
Ｅ

ｌ
ｅ
ｃ
ｔ
ｒ
ｏ
ｎ
ｉ
ｃ
ｓ

Ｃ
ｏ

ｍ
ｐ
ｏ
ｎ
ｅ
ｎ
ｔ

＆

Ｕ
ｎ
ｉ

ｔ

Ｓ
ｈ
ｏ
ｗ
（
Ｅ
Ｃ
Ｕ

Ｓ
ｈ

ｏ
ｗ
）
と
し
て
運
営
参
画
し
、『
２

０
２
４
Ｊ
Ｅ
Ｐ
会
員
名
簿
』
の
配

布
な
ど
、
当
連
合
会
活
ಈ
等
の
ܒ

発
を
ਤ
っ
た
」。

ࣄ
ۀ
ӡ
Ӧ
ʹ
ؔ
͢
Δ
ࣄ
߲

ɾ
ॸ
຿
ࣄ
߲

組
織
ߏ
成
お
よ
ͼ
組
合
員
数
に

つ
い
て
は
、
ྩ
和
６
年
（
２
０
２

４
年
）８
月
�1
日
現
ࡏ
に
お
い
て
、

組
合
員
数
が
２
３
２
社
と
な
り
、

前
年
度
຤
よ
り
１
社
ݮ
、
໾
員
総

数
�5
名
で
あ
る
こ
と
を
報
告
。

会
議
開
催
の
֓
ཁ
に
つ
い
て

は
、
第
4�
回
通
常
総
会
を
ྩ
和
５

年
（
２
０
２
３
年
）
1�
月
1�
日
、

東
京
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
で
開
催
。

第
１
回
理
事
会
を
ྩ
和
５
年
（
２

０
２
３
年
）
1�
月
1�
日
に
、
東
京

ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
に
お
い
て
開

催
。
第
２
回
理
事
会
を
ྩ
和
６
年

（
２
０
２
４
年
）
３
月
６
日
、
Ｗ

Ｅ
Ｂ
で
開
催
。
第
３
回
理
事
会
を

ྩ
和
６
年
（
２
０
２
４
年
）
７
月

５
日
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
開
催
し
た
こ
と

を
報
告
。

ɾủ
̘
̚
̖
̩
̚
̘
Ứ
͓
Α
ͼ
ủ
̚

̘
̪

̨
̷
̾
͆
Ứ
ग़
ల
ؔ
࿈

「
Ｃ
Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
」
お
よ
ͼ
「
Ｅ

Ｃ
Ｕ

Ｓ
ｈ
ｏ
ｗ
」
出
展
関
連
の

報
告
で
は
、
ྩ
和
５
年
（
２
０
２

３
年
）
1�
月
1�
日
～
��
日
に
開
催

さ
れ
た
Ｃ
Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
２
０
２
３

と
、
ྩ
和
６
年
（
２
０
２
４
年
）

６
月
1�
日
～
14
日
に
開
催
さ
れ
た

電
子
機
器
ト
ー
タ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
展
２
０
２
４
（
Ｅ
Ｃ
Ｕ

Ｓ

ｈ
ｏ
ｗ
）
に
伴
い
、
実
行
委
員
会

΍
આ
໌
会
を
開
催
。

Ｃ
Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
に
お
い
て
は
、

ྩ
和
５
年
（
２
０
２
３
年
）
８
月

３
日
、
1�
月
６
日
に
実
行
委
員
会

を
開
催
。
配
布
す
る
名
簿
と
ト
ー

ト
バ
ッ
グ
の
࡞
成
、
ス
έ
ジ
ュ
ー

ル
等
に
つ
い
て
४
උ
を
実
施
。

ま
た
電
子
機
器
ト
ー
タ
ル
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
展
２
０
２
４
に
お
い

て
は
、ྩ
和
６
年（
２
０
２
４
年
）

３
月
�1
日
に
Ｅ
Ｃ
Ｕ

Ｓ
ｈ
ｏ
ｗ

出
展
者
આ
໌
会
お
よ
ͼ
意
見
交
換

会
を
実
施
。
２
０
２
４
年
度
展
の

開
催
内
༰
に
つ
い
て
આ
໌
し
、
意

見
交
換
会
を
行
っ
た
。

ɾ
׆
ಈ
ใ
ࠂ

１
⁒
組
織
増
強
঑
ྭ
制
度
で
は
、

ฏ
成
９
年
（
１
９
９
７
年
）
度
に

設
定
さ
れ
た
組
織
増
強
঑
ྭ
制
度

に
ج
づ
き
、
各
୯
組
に
組
織
増
強

঑
ྭ
金
を
ଃ
ఄ
。
ೖ
会
３
社
、
退

会
が
４
社
あ
り
、
全
体
で
２
３
２

社
と
な
っ
た
こ
と
を
報
告
。

２
⁒
機
関
誌
『
電
子
部
品
流
通
』

の
発
行
で
は
、
第
２
４
９
号
を
２

０
２
３
年
11
月
��
日
、
第
２
５
０

号
を
２
０
２
４
年
２
月
��
日
、
第

２
５
１
号
を
５
月
�1
日
、
第
２
５

２
号
を
８
月
��
日
に
発
行
し
た
こ

と
を
報
告
。��

３
⁒
ߨ
ԋ
会
の
開
催
で
は
、
ྩ
和

５
年（
２
０
２
３
年
）1�
月
1�
日
、

東
京
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
で
ト
ラ
ン

ス
・
ニ
ュ
ー
・
テ
ク
ϊ
ロ
ジ
の
໦

村
ޫ
ൣ
代
表
取
క
໾
を
ߨ
ࢣ
に
迎

え
、「
中
小
ا
業
の
生
成
Ａ
Ｉ
活
用

に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
実
施
し

た
こ
と
を
報
告
。

４
⁒
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ϛ
ナ
ー
の
開
催

で
は
、ྩ
和
６
年（
２
０
２
４
年
）

２
月
８
日
全
国
家
電
会
館
お
よ
ͼ

Ｗ
Ｅ
Ｂ
に
お
い
て
、
߳
港
๵
қ
発

展
ہ
東
京
事
຿
所
長
の
ҏ
東
正
༟

氏
を
ߨ
ࢣ
に
迎
え
、「
広
東
・
߳
港
・

ᖏ
໳
大
湾
区
の
ٕ
ज़
発
展
を
リ
ー

υ
す
る
߳
港
の
機
ೳ
と
໾
ׂ
」
に

つ
い
て
ߨ
ԋ
。
続
い
て
、
近
畿
電

子
部
品
卸
商
組
合
の
ߐ
見
Ղ
之
理

事
長
を
ߨ
ࢣ
に
「
テ
ク
ϊ
ロ
ジ
ー

෼
໺
に
お
け
る
ビ
ジ
ネ
ス
ϋ
ブ
と

し
て
の
߳
港
と
の
連
ܞ
Մ
ೳ
ੑ
と

活
用
法
」、
Ｉ
Ｔ
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
の
҆
ଂ
༃
࢘
氏
を
ߨ
ࢣ
に
「
ϙ

ス
ト
コ
ロ
ナ
の
߳
港
エ
レ
ク
ト
ロ

ニ
ク
ス
・
ϑ
ỻ
ア
ー
：
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
の
目
か
ら
見
た
Ձ
஋
と
༗

用
ੑ
」
に
つ
い
て
も
ߨ
ԋ
を
実
施

し
た
こ
と
を
報
告
。

５
⁒
Ｊ
Ｅ
Ｐ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の

ア
ク
セ
ス
件
数
に
つ
い
て
報
告
。

６
⁒
ऩ
ೖ
ࡒ
ݯ
֬
อ
の
た
め
に
ࠓ

年
度
も
Ｐ
Ｌ
อ
ݥ
の
ื
ू
Ҋ
内
を

実
施
し
た
こ
と
を
報
告
。

７
⁒
ڌ
出
型
ا
業
年
金
อ
ݥ
の
推

進
で
は
、
ࠓ
年
度
も
新
ن
加
ೖ
ଅ

進
を
実
施
し
た
こ
と
な
ど
を
報
告

し
た
。

ợ
ୈ
２
߸
ٞ
Ҋ
Ụ

第
２
号
議
Ҋ
の
「
２
０
２
３
年

度
ऩ
ࢧ
決
ࢉ
報
告
ฒ
ͼ
に
؂
ࠪ
報

告
承
認
の
件
」
で
は
、
鳥
居
和
久

会
ܭ
理
事
が
貸
आ
ର
র
表
、
２
０

２
３
年
度
ऩ
ࢧ
ܭ
ࢉ
書
を
ج
に
報

告
。ま

た
ҏ
ࠤ
໺
勝
ར
؂
事
は
、
中

西
日
出
ت
؂
事
と
共
に
؂
ࠪ
を
行

い
、
ద
正
な
内
༰
で
あ
る
こ
と
を
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報
告
し
た
。

ợ
ୈ
３
߸
ٞ
Ҋ
Ụ

第
３
号
議
Ҋ
の
「
２
０
２
３
年

度
৒
༨
金
ॲ
෼（
Ҋ
）承
認
の
件
」

で
は
、
鳥
居
会
ܭ
理
事
が
ظ
຤
ະ

ॲ
෼
৒
༨
金
を
、
࣍
ظ
܁
越
金
と

す
る
こ
と
を
報
告
。

ợ
ୈ
４
߸
ٞ
Ҋ
Ụ

第
４
号
議
Ҋ
「
２
０
２
４
年
度

事
業
ܭ
画
（
Ҋ
）
決
定
の
件
」
で

は
、
事
業
推
進
の
ج
本
ํ
਑
に
つ

い
て
、
দ
本
ઐ
຿
理
事
か
ら
࣍
の

よ
͏
に
報
告
さ
れ
た
。

１
⁒
社
会
・
業
界
に
ߩ
ݙ
で
き
る

組
織
の
֬
立
と
連
合
会
活
ಈ
の
推

進２
⁒
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
ܦ
ࡁ
؀

ڥ
に
ର
Ԡ
で
き
る
流
通
業
の
ܦ
営

体
࣭
強
化

３
⁒
Ｊ
Ｅ
Ｐ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ॆ

実
と
機
関
誌
『
電
子
部
品
流
通
』

の
ॆ
実

４
⁒
Ｃ
Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
お
よ
ͼ
電
子

機
器
ト
ー
タ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

展
へ
の
ੵ
極
的
参
加

５
⁒
ਓ
材
֬
อ
と
ਓ
材
ҭ
成
に
よ

る
ೳ
ྗ
開
発
の
推
進

ɾ
໾
һ
ձ
（
ཧ
ࣄ
ձ
）
։
࠵

Ｊ
Ｅ
Ｐ
の
ԁ
׈
な
運
営
と
、
地

区
組
織
活
ಈ
の
活
ੑ
化
を
ਤ
る
た

め
に
、
࣍
の
通
り
໾
員
会
を
開
催

す
る
こ
と
を
報
告
。

・
理
事
会
／
３
回
（
２
０
２
４
年

1�
月
、
２
０
２
５
年
３
月
、
７

月
）

ɾ
２
０
２
４
年
౓
ͷ
׆
ಈ
ܭ
ը

２
０
２
４
年
度
の
活
ಈ
ܭ
画
に

つ
い
て
は
、
౉
ล
事
຿
ہ
長
か
ら

࣍
の
よ
͏
に
ఏ
Ҋ
、承
認
さ
れ
た
。

１
⁒
社
会
・
業
界
に
ߩ
ݙ
で
き
ಘ

る
組
織
の
֬
立

２
⁒
組
合
員
加
ೖ
ଅ
進
に
よ
る
地

区
組
織
の
拡
大
強
化

３
⁒
地
区
事
業
活
ಈ
の
ੵ
極
的
ࢧ

ԉ
に
よ
る
組
織
ྗ
の
ॆ
実
強
化

４
⁒
会
員
૬
互
の
਌
ກ
と
協
ௐ
の

た
め
の
活
ಈ
推
進

５
⁒「
Ｃ
Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
２
０
２
４
」

に
協
ྗ
団
体
と
し
て
出
展
し
、
Ｊ

Ｅ
Ｐ
の
周
知
ฒ
ͼ
に
組
合
員
ا
業

の
Ｐ
̧
を
ਤ
る

６
⁒「
電
子
機
器
ト
ー
タ
ル
ソ
リ
ュ

ー
シ
ョ
ン
展
２
０
２
５
」
に
Ｅ
ｌ

ｅ
ｃ
ｔ
ｒ
ｏ
ｎ
ｉ
ｃ
ｓ

Ｃ
ｏ
ｍ

ｐ
ｏ
ｎ
ｅ
ｎ
ｔ

＆

Ｕ
ｎ
ｉ
ｔ

Ｓ
ｈ
ｏ
ｗ
（
Ｅ
Ｃ
Ｕ

Ｓ
ｈ
ｏ

ｗ
）
と
し
て
参
画
す
る

７
⁒
Ｊ
Ｅ
Ｐ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
メ

ー
ル
等
に
よ
る
会
員
૬
互
の
情
報

఻
達
を
ਤ
る

８
⁒
各
छ
ߨ
ԋ
会
の
開
催

９
⁒
機
関
誌
『
電
子
部
品
流
通
』

を
年
４
回
発
行
す
る

1�
⁒
各
छ
อ
ݥ
の
加
ೖ
ଅ
進

・
ڌ
出
型
ا
業
年
金
อ
ݥ
へ
の
加

ೖ
ଅ
進

・
Ｐ
Ｌ
อ
ݥ
へ
の
加
ೖ
ଅ
進

11
⁒
ಇ
き
ํ
改
ֵ
の
ܒ
発
と
推
進

1�
⁒
গ
子
高
ྸ
化
へ
の
ਓ
材
֬
อ

と
ਓ
材
ҭ
成

1�
⁒
࿑
຿
関
連
ࢿ
ྉ
ఏ
ڙ
に
よ
る

情
報
の
共
༗
化

14
⁒
地
区
組
織
が
行
͏
各
छ
研
究

会
、
ߨ
श
会
の
実
施
協
ྗ

15
⁒
ޭ
࿑
者
表
彰

1�
⁒
༑
好
団
体
事
業
に
ର
す
る
ੵ

極
的
協
ྗ

1�
⁒
ͦ
の
ଞ
ඞ
ཁ
事
߲
の
実
施

ợ
ୈ
５
߸
ٞ
Ҋ
Ụ

第
５
号
議
Ҋ
の
『
２
０
２
４
年

度
ऩ
ࢧ
予
ࢉ
（
Ҋ
）
決
定
の
件
』

で
は
、
鳥
居
会
ܭ
理
事
が
ऩ
ࢧ
予

ࢉ
Ҋ
を
ج
に
ఏ
Ҋ
。

ợ
ୈ
６
߸
ٞ
Ҋ
Ụ

第
６
号
議
Ҋ
の
「
２
０
２
３
年

度
会
費
お
よ
ͼ
会
費
௃
ऩ
ํ
法
決

定
の
件
」
に
つ
い
て
、
鳥
居
会
ܭ

理
事
が
ఏ
Ҋ
。

ợ
ୈ
７
߸
ٞ
Ҋ
Ụ

第
７
号
議
Ҋ
の
「
໾
員
変
更
の

件
」
で
は
、
໾
員
名
簿
（
Ҋ
）
を

ఏ
Ҋ
（
ද
ࢀ
র
）
し
、承
認
し
た
。

全
議
Ҋ
が
承
認
さ
れ
後
、
地
区
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٢
઒
ࣨ
長
ิ
ࠤ

ҏ
東
ࣄ
຿
所
長

ߴ
ݪ
ࣄ
຿
ہ
長

情
勢
報
告
が
行
わ
れ
、
東
京
都
電

機
卸
商
業
協
同
組
合
の
দ
本
年
生

Ｊ
Ｅ
Ｐ
ઐ
຿
理
事
、
近
畿
電
子
部

品
卸
商
組
合
の
௽
田
఩
࢘
Ｊ
Ｅ
Ｐ

理
事
、
中
部
電
子
部
品
流
通
業
協

議
会
の
ࡔ
໌
ݑ
Ｊ
Ｅ
Ｐ
෭
会
長
、

関
東
甲
信
越
電
子
制
御
部
品
流
通

協
議
会
の
༄
田
Ղ
ࠀ
Ｊ
Ｅ
Ｐ
理

事
、
中
・
四
国
電
子
制
御
部
品
流

通
協
議
会
の
中
໺
和
久
Ｊ
Ｅ
Ｐ
理

事
、
九
州
電
子
流
通
業
協
議
会
の

伴
໺
߽
Ｊ
Ｅ
Ｐ
理
事
か
ら
、
各
地

区
の
活
ಈ
΍
情
勢
に
つ
い
て
語
ら

れ
た
。

こ
の
後
、
౉
ล
事
຿
ہ
長
が
Ｊ

Ｅ
Ｐ
の
ྺ
࢙
に
つ
い
て
঺
հ
し
、

Ｊ
Ｅ
Ｐ
創
立
5�
周
年
記
念
式
య
が

࢝
ま
っ
た
。

屋
宮
会
長
は
「
5�
年
と
い
͏
ྺ

࢙
を
ט
み
し
め
て
い
る
。
ࢲ
は
こ

の
࣌
ظ
に
た
ま
た
ま
会
長
を
ڼ
ͤ

つ
か
っ
た
。
��
年
、
��
年
、
１
０

０
年
に
向
け
て
᧪
を
つ
な
͛
る
よ

͏
に
し
た
い
。

全
国
電
子
部
品
流
通
連
合
会
と

い
͏
名
前
な
の
で
、
ݩ
ʑ
あ
っ
た

東
北
地
区
の
෮
活
、
さ
ら
に
は
北

海
道
地
区
に
も
஥
間
を
࡞
り
、
ॆ

実
し
た
全
国
組
織
に
し
た
い
。

ࢲ
も
ੲ
、
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

シ
ョ
ー
（
エ
レ
シ
ョ
ー
）
に
い

き
、
名
簿
を
配
っ
て
い
た
。
当
࣌

の
エ
レ
シ
ョ
ー
は
、
ࠓ
の
Ｃ
Ｅ
Ａ

Ｔ
Ｅ
Ｃ
と
ҧ
い
、
部
品
メ
ー
カ
ー

が
多
く
出
て
い
た
。
ͦ
の
た
め
、

ळ
葉
ݪ
か
ら
エ
レ
シ
ョ
ー
会
場
に

バ
ス
が
出
て
い
る
よ
͏
な
状
況

で
、
部
品
の
こ
と
を
よ
く
知
Ζ
͏

と
い
͏
、
ॆ
実
し
た
࣌
代
だ
っ

た
。ͦ

͏
い
͏
ੲ
の
࣌
代
と
は
ए
ׯ

変
わ
っ
て
き
て
い
る
が
、
ͦ
͏
い

͏
࣌
代
以
上
の
団
体
に
し
た
い
。

た
だ
、
ͦ
れ
ͧ
れ
の
組
織
ن
໛

が
あ
る
の
で
、
で
き
る
ൣ
ғ
で
Ұ

生
ݒ
໋
に
΍
っ
て
、
ͦ
れ
を
全
国

に
共
༗
し
て
い
け
れ
͹
と
ࢥ
っ
て

い
る
」
な
ど
と
語
っ
た
。

དྷ
ෂ
ѫ
ࡰ

ܦ
ࡁ
࢈
業
ল
商
຿
情
報
੓
ࡦ
ہ

情
報
࢈
業
課
デ
バ
イ
ス
・
半
導
体

ઓ
略
ࣨ
ࣨ
長
ิ
ࠤ
の
吉
઒
雄
Ұ
࿠

氏
、
߳
港
๵
қ
発
展
ہ
東
京
事
຿

所
事
຿
所
長
の
ҏ
東
正
༞
氏
、
電

子
回
࿏
工
業
会
事
຿
ہ
長
の
高
ݪ

๜
෉
氏
か
ら
དྷ
ෂ
ѫ
ࡰ
が
行
わ
れ

た
。吉

઒
ࣨ
長
ิ
ࠤ
は
「
全
国
電
子

部
品
流
通
連
合
会
の
創
立
5�
周
年

と
い
͏
こ
と
で
、
ඇ
常
に
お
め
で

た
い
੮
に
お
ট
き
い
た
だ
き
、
御

ྱ
申
し
上
͛
ま
す
。

ࢲ
ど
も
は
現
ࡏ
、
半
導
体
΍
重

ཁ
な
電
子
デ
バ
イ
ス
事
業
を
所
؅

し
て
る
立
場
と
し
て
、
ࢧ
ԉ
ࡦ
を

ߨ
͡
る
な
り
、
ҭ
成
、
制
度
立
Ҋ

に
当
た
っ
て
、
օ
༷
に
৭
ʑ
な
立

場
で
関
わ
る
機
会
が
あ
る
か
と
い

૑
ཱ
ü÷
प
年
ه
೦
ࣜ
య

͏
෩
に
ࢥ
っ
て
い
る
。

ա
ڈ
１
０
０
年
前
、
5�
年
前
と

ൺ
べ
て
も
、
電
子
部
品
の
大
事
さ

は
増
し
て
い
る
と
ࢥ
っ
て
い
る
。

あ
ら
Ώ
る
機
器
に
お
い
て
、
電
子

部
品
が
ೖ
っ
て
い
な
い
も
の
を
୳

す
の
が
大
変
な
͙
ら
い
の
状
況
だ

と
ࢥ
͏
。

ま
た
本
当
に
ͦ
れ
を
ඞ
ཁ
な
ਓ

の
と
こ
Ζ
に
ಧ
け
る
、
ඞ
ཁ
な

ํ
ʑ
に
ͦ
れ
が
ద
੾
に
、
タ
イ
ム

リ
ー
に
ಧ
く
と
い
͏
こ
と
が
で
き

な
け
れ
͹
ๅ
の
࣋
ͪ
෗
れ
に
な
っ

て
し
ま
͏
の
で
、
流
通
の
ྗ
と
い

͏
の
が
ඇ
常
に
重
ཁ
に
な
っ
て
き

て
い
る
。

ࢲ
た
ͪ
も
ͦ
の
ࢧ
え
に
な
る
よ

͏
、
օ
さ
ん
の
੠
を
し
っ
か
り
聞

き
、
৭
ʑ
な
と
こ
Ζ
を
つ
な
͙
中

で
、
Կ
が
զ
ʑ
に
で
き
る
か
を
、

し
っ
か
り
と
ߟ
え
て
い
く
ඞ
ཁ
が

あ
る
と
ࢥ
っ
て
い
る
。

ͦ
の
た
め
に
も
、
օ
༷
の
͝
意

見
を
い
た
だ
き
た
い
と
ࢥ
っ
て
い

る
の
で
、
ͥ
ͻ
ͦ
͏
い
っ
た
ର
࿩

を
ॆ
実
さ
ͤ
て
い
け
た
ら
と
ࢥ
っ

て
い
る
」
な
ど
と
ѫ
ࡰ
。

続
い
て
ҏ
東
事
຿
所
長
は
「
全

国
電
子
部
品
流
通
連
合
会
の
通
常

総
会
と
創
立
5�
周
年
記
念
式
య
が

੝
大
に
開
催
さ
れ
た
こ
と
に
ର

し
、
お
ت
ͼ
を
申
し
上
͛
る
。

２
０
２
４
年
の
電
子
部
品
ध
ཁ

は
、
ं
ࡌ
の
ݎ
ௐ
継
続
が
見
ࠐ
ま

れ
る
Ұ
ํ
、
Ն
以
降
は
ຽ
生
機
器

΍
࢈
業
機
ց
ध
ཁ
の
෮
ௐ
に
よ
っ

て
、
年
間
ト
ー
タ
ル
で
は
成
長
回

ؼ
が
見
ࠐ
ま
れ
て
い
る
よ
͏
だ
。

ϋ
イ
ブ
リ
ッ
υ
ं
΍
ઌ
進
的
な

運
స
ࢧ
ԉ
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
電
化

で
ं
ࡌ
部
品
が
増
加
し
、
౤
ࢿ
も

ू
中
し
て
い
る
。

と
り
わ
け
コ
ン
デ
ン
サ
ー
の
中

で
も
、
ੵ
૚
セ
ラ
ϛ
ッ
ク
コ
ン
デ

ン
サ
ー
へ
の
౤
ࢿ
が
活
発
で
あ
る

と
い
͏
෩
に
ݴ
わ
れ
て
い
る
。

ੵ
૚
セ
ラ
ϛ
ッ
ク
コ
ン
デ
ン
サ

ー
は
、
日
本
ا
業
が
ੈ
界
の
マ
ー

έ
ッ
ト
を
ݗ
引
し
て
い
る
。
Ａ
Ｉ

サ
ー
バ
ー
等
に
౥
ࡌ
さ
れ
る
半
導

体
が
高
ੑ
ೳ
に
な
る
と
、
電
ؾ
の

流
れ
を
੔
え
る
ੵ
૚
セ
ラ
ϛ
ッ
ク

コ
ン
デ
ン
サ
ー
の
ध
ཁ
も
拡
大
す

る
。日

本
ا
業
と
し
て
は
、
強
み
で

あ
る
෺
࡞
り
、
޼
み
な
ٕ
を
ຏ
き

つ
つ
イ
ϊ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
ى
こ
す

こ
と
で
ڝ、
૪
ྗ
の
向
上
を
ਤ
り
、

ͦ
れ
を
海
外
市
場
へ
も
展
開
す
る

こ
と
に
、
よ
り
஫
ྗ
す
べ
き
で
は

な
い
か
と
ߟ
え
て
い
る
。

߳
港
๵
қ
発
展
ہ
は
、
߳
港
と
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第
３
国
間
の
૒
ํ
向
の
๵
қ
ৼ
ڵ

に
ै
事
し
て
お
り
、
ア
ジ
ア
市
場

へ
の
進
出
を
ੵ
極
的
に
ࢧ
ԉ
し
て

い
る
。

海
外
ا
業
か
ら
の
ௐ
達
、
あ
る

い
は
海
外
ا
業
向
け
の
ൢ
ച
、
海

外
で
の
事
業
パ
ー
ト
ナ
ー
の
୳
ࡧ

を
お
ߟ
え
の
ํ
ʑ
に
と
っ
て
は
ઈ

好
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
と
な
っ
て

い
る
の
で
、
本
日
お
ू
ま
り
の
多

く
の
ํ
ʑ
に
͝
参
画
い
た
だ
け
れ

͹
と
ߟ
え
て
い
る
」な
ど
と
ѫ
ࡰ
。

高
ݪ
事
຿
ہ
長
は
「
զ
ʑ
の
業

界
の
取
り
組
み
を
お
࿩
さ
ͤ
て
い

た
だ
く
。

１
つ
目
は
ࠓ、
年
の
６
月
か
ら
、

当
工
業
会
の
中
で
最
ઌ
端
半
導
体

౴
ࣙ
を
行
͏
த
໺
会
長

ߐ
ݟ
෭
会
長
が
ऴ
ྃ
を
એ
ݴ

パ
ッ
έ
ー
ジ
ج
൫
研
究
会
と
い
͏

組
織
を
࡞
っ
て
お
り
、
こ
こ
に
は

ラ
ビ
μ
ス
等
の
お
٬
༷
に
近
い
よ

͏
な
ํ
か
ら
૷
置
を
࡞
ら
れ
て
る

ํ
、
ͦ
の
ج
൫
を
࡞
る
ํ
な
ど
��

社
く
ら
い
の
ํ
に
ೖ
っ
て
い
た
だ

き
、
৭
ʑ
な
ݕ
౼
を
し
て
い
る
。

こ
の
組
織
が
ど
͏
な
る
か
は
、

ま
だ
ま
だ
ۦ
け
出
し
た
͹
か
り
な

の
で
な
ん
と
も
ݴ
え
な
い
が
、

զ
ʑ
と
し
て
は
国
内
に
མ
と
し
ࠐ

め
る
Լ
地
を
࡞
り
、
গ
ྔ
多
品
छ

で
৭
ʑ
な
も
の
に
も
࢖
え
る
よ
͏

な
パ
ッ
έ
ー
ジ
を
࡞
り
た
い
。

も
͏
１
つ
は
、
དྷ
年
の
電
子
機

器
ト
ー
タ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
展

（
Ｊ
Ｐ
Ｃ
Ａ

Ｓ
ｈ
ｏ
ｗ
）
に
つ

い
て
お
఻
え
し
た
い
。օ
༷
に
は
、

Ｅ
ｌ
ｅ
ｃ
ｔ
ｒ
ｏ
ｎ
ｉ
ｃ
ｓ

Ｃ

ｏ
ｍ
ｐ
ｏ
ｎ
ｅ
ｎ
ｔ

＆

Ｕ
ｎ

ｉ
ｔ

Ｓ
ｈ
ｏ
ｗ
（
Ｅ
Ｃ
Ｕ

Ｓ

ｈ
ｏ
ｗ
）
を
ߏ
成
展
と
し
て
ओ
催

い
た
だ
い
て
い
る
。

զ
ʑ
は
展
示
会
で
、
新
し
い
用

ࡔ
෭
会
長
の
挨
拶
で
ס
ഋ

༄
ా
ཧ
ࣄ
が
క
め
͘
͘
っ
た

్
ઌ
の
お
٬
༷
を
ू
め
、
ま
た
新

し
い
ྖ
域
か
ら
こ
ら
れ
る
お
٬
༷

に
、
出
展
者
と
し
て
参
加
い
た
だ

こ
͏
と
ߟ
え
て
い
る
。

օ
༷
に
、『
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

っ
て
こ
ん
な
用
్
が
あ
る
ん
だ
』

と
い
͏
と
こ
Ζ
を
見
て
い
た
だ
け

る
よ
͏
な
ا
画
を
΍
っ
て
い
き
た

い
。
す
な
わ
ͪ
、
զ
ʑ
が
オ
ϑ
Ỹ

ー
す
る
プ
ラ
ッ
ト
ϑ
Ỽ
ー
ム
を
࢖

っ
て
い
た
だ
き
、
օ
༷
の
ビ
ジ
ネ

ス
を
広
͛
て
い
く
、
ͦ
ん
な
෩
な

活
ಈ
に
活
用
し
て
い
た
だ
け
れ
͹

と
ࢥ
っ
て
い
る
」な
ど
と
語
っ
た
。

֤
஍
۠
୯
૊
ʹ
ײ
ँ
ঢ়
Λ
ଃ
ఄ

続
い
て
、
Ｊ
Ｅ
Ｐ
を
ߏ
成
す
る

各
地
区
組
織
の
代
表
に
、
屋
宮
会

長
か
ら
Ｊ
Ｅ
Ｐ
創
立
5�
周
年
に
際

し
、
ਚ
ྗ
し
て
き
た
こ
と
へ
の
感

ँ
状
が
ଃ
ఄ
さ
れ（
ද
ࢴ
ࢀ
র
）、

中
・
四
国
電
子
制
御
部
品
流
通
協

議
会
の
中
໺
和
久
会
長
が
代
表
し

て
「
զ
ʑ
は
、
電
子
部
品
流
通
業

界
に
と
っ
て
ෆ
Մ
ܽ
の
ଘ
ࡏ
で
あ

る
か
と
ࢥ
͏
。
さ
ら
な
る
結
ଋ
で

電
子
部
品
の
発
展
と
社
会
の
発
展

に
ߩ
ݙ
し
て
い
き
た
い
。

Ｊ
Ｅ
Ｐ
と
各
組
合
、
協
議
会
の

さ
ら
な
る
発
展
を
ف
念
し
て
、
お

ྱ
の
ݴ
葉
と
さ
ͤ
て
い
た
だ
く
」

な
ど
と
御
ྱ
を
語
っ
た
。

࠙
਌
ձ
Λ
੝
େ
ʹ
։
࠵

こ
の
後
、
ߐ
見
Ղ
之
෭
会
長
が

「
こ
の
度
、
Ｊ
Ｅ
Ｐ
の
第
5�
回
総

会
と
創
立
5�
周
年
記
念
式
య
が
଺

り
な
く
ऴ
ྃ
し
た
。
͝
協
ྗ
い
た

だ
き
、
あ
り
が
と
͏
͝
͟
い
ま

す
。ઌ

日
、
Ｊ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
Ａ
の
電
子
部

品
部
会
の
記
事
が
あ
り
、
ड
ಈ
部

品
の
半
෼
を
日
本
が
Ѳ
っ
て
お

り
、
ࠓ
も
日
本
が
成
長
し
て
い
る

と
い
͏
内
༰
だ
っ
た
。

Ｊ
Ｅ
Ｐ
会
員
の
օ
༷
は
ࠜ
を
張

り
、
こ
の
業
界
を
ࢧ
え
て
こ
ら
れ

て
き
た
。
ࢲ
も
ͦ
の
Ұ
員
で
あ
る

こ
と
を
৺
強
く
ࢥ
っ
て
い
る
。

こ
れ
も
諸
ઌ
ഐ
ํ
が
ߩ
ݙ
さ
れ

て
き
た
ࣀ
෺
だ
と
ࢥ
͏
の
で
、
こ

の
日
の
こ
と
を
記
Ա
に
࢒
し
た
い

と
ࢥ
͏
」
と
క
め
く
く
っ
た
。

続
い
て
࠙
਌
会
は
、
ࡔ
໌
ݑ
෭

会
長
か
ら
、
Ｊ
Ｅ
Ｐ
と
各
地
区
団

体
の
発
展
を
ف
念
す
る
ѫ
ࡰ
が
行

わ
れ
て
開
࢝
。
会
場
で
は
স
إ
で

׻
談
す
る
参
加
者
の
࢟
が
見
ら
れ

た
。ま

た
、
༄
田
Ղ
ࠀ
理
事
が
「
東

北
、
北
海
道
地
区
が
ࠓ
は
な
い
の

が
ऐ
し
い
が
、
஥
間
に
な
れ
る
よ

͏
に
օ
༷
と
Ұ
ॹ
に
ؤ
張
り
た

い
」
な
ど
と
語
り
、
࠙
਌
会
が
ด

会
し
た
。
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全
国
電
子
部
品
流
通
連
合
会
第
50
回
通
常
総
会

૑
ཱ
ü÷
प
年
ࣜ
య
Ͱ
ײ
ँ
ঢ়
Λ
ଃ
ఄ

第
ü0
回
通
常
総
会

全
国
電
子
部
品
流
通
連
合
会

（
Ｊ
Ｅ
Ｐ
）
は
1�
月
1�
日
、
第
5�

回
通
常
総
会
を
東
京
ガ
ー
デ
ン
パ

レ
ス
で
開
催
し
た
。
ま
た
総
会
前

に
は
1�
月
度
の
Ｊ
Ｅ
Ｐ
理
事
会
が

開
催
さ
れ
、
事
຿
ہ
か
ら
は
、「
２

０
２
５
Ｊ
Ｅ
Ｐ
会
員
名
簿
協
ࢍ
広

告
に
つ
い
て
」「
電
子
機
器
ト
ー
タ

ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
展
２
０
２
５

に
つ
い
て
」「
２
０
２
４
年
度
ऩ
ࢧ

予
ࢉ
（
Ҋ
）
承
認
に
つ
い
て
」
等

の
報
告
と
ఏ
Ҋ
が
行
わ
れ
、
す
べ

て
承
認
さ
れ
た
。
ま
た
総
会
で
は

全
議
Ҋ
を
審
議
、
承
認
。
総
会
の

ऴ
ྃ
後
に
は
、
Ｊ
Ｅ
Ｐ
が
創
立
5�

周
年
を
迎
え
た
こ
と
か
ら
、
記
念

式
య
を
実
施
。
དྷ
ෂ
か
ら
の
ॕ
෱

を
ड
け
た
後
、
各
参
画
団
体
に
ର

し
、
屋
宮
芳
高
会
長
か
ら
感
ँ
状

が
ଃ
ఄ
さ
れ
た
。

屋
宮
会
長
の
挨
拶

―

挨
拶
す
る
԰
ٶ
会
長

総
会
は
、
࢘
会
を
Ｊ
Ｅ
Ｐ
の
౉

ล
ۈ
事
຿
ہ
長
が
୲
当
し
、
会
員

総
数
２
３
２
名
の
内
、
会
員
出
੮

�4
名
、
委
任
状
ఏ
出
者
�4
名
、
合

ܭ
１
２
８
名
と
な
り
、
定
଍
数
を

ॆ
た
し
て
い
る
こ
と
を
報
告
。

続
い
て
屋
宮
会
長
か
ら
、「
当
連

合
会
は
、
5�
年
の
અ
目
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
も
、
諸
ઌ

ഐ
ํ
の
͝
౒
ྗ
と
͝
協
ྗ
の
ࣀ
෺

だ
と
感
ँ
し
て
い
る
。

զ
ʑ
の
業
界
も
、
パ
ン
デ
ϛ
ッ

ク
࣌
は
෺
が
ೖ
ら
な
か
っ
た
。
現

ࡏ
は
ಈ
き
は
出
て
い
る
が
、
コ
ロ

ナ
前
΄
ど
で
は
な
く
、
ॱ
ௐ
で
は

な
い
と
感
͡
る
。

ま
だ
ま
だ
҆
৺
で
き
る
状
況
で

は
な
い
と
感
͡
る
が
、
ܦ
ࡁ
҆
全

อ
ো
等
の
؍
఺
か
ら
、
国
を
ڍ
͛

て
半
導
体
੡
଄
΍
電
子
部
品
を
ؚ

め
た
電
子
機
器
に
ྗ
強
い
サ
ϙ
ー

ト
を
行
͏
ಈ
き
も
出
て
い
る
。

զ
ʑ
の
業
界
も
、
ख
を
こ
ま
Ͷ

く
こ
と
な
く
、
全
国
ネ
ッ
ト
で
部

品
を
ڙ
څ
し
た
い
と
ߟ
え
、
࢓
組

み
を
ߟ
え
て
ಈ
い
て
い
る
。

ま
た
全
国
ネ
ッ
ト
と
し
て
、
北

海
道
・
東
北
地
区
の
୯
組
が
な
く

な
り
、
෮
活
で
き
て
い
な
い
。
現

ࡏ
、
こ
れ
ら
地
区
の
商
社
等
に
੠

を
ֻ
け
、
Ұ
ॹ
に
΍
ら
な
い
か
と

໰
い
ֻ
け
て
い
る
が
、
前
に
進
ん

で
い
な
い
。

こ
れ
か
ら
北
海
道
で
ラ
ϐ
μ
ス

等
が
立
ͪ
上
が
れ
͹
活
発
に
な
る

か
と
ࢥ
͏
の
で
、
օ
さ
ん
が
࠙
意

に
し
て
い
る
会
社
が
あ
れ
͹
、
全

国
組
織
と
し
て
部
品
を
ڙ
څ
し
た

い
と
い
͏
૝
い
を
఻
え
て
い
た
だ

き
た
い
。

２
０
２
４
年
໰
題
が
૽
が
れ
て

お
り
、
ਓ
材
֬
อ
が
課
題
に
な
っ

て
い
る
。
զ
ʑ
の
業
界
に
も
影
響

が
出
て
い
る
。
զ
ʑ
の
業
界
で
も

ਓ
材
を
֬
อ
す
る
た
め
に
、
ັ
ྗ

度
を
上
͛
、
ਓ
が
ू
ま
る
؀
ڥ
を

࡞
り
た
い
と
ࢥ
͏
の
で
、
օ
༷
か

ら
も
͝
意
見
を
い
た
だ
き
た
い
」

な
ど
と
ѫ
ࡰ
が
あ
っ
た
。

こ
の
後
、
議
長
に
屋
宮
会
長
を

選
出
し
、
Ｊ
Ｅ
Ｐ
事
業
協
ྗ
表
彰

（
ݸ
ਓ
ੵ
立
年
金
共
ࡁ
制
度
）
を

行
っ
た
後
、
࣍
の
議
Ҋ
に
つ
い
て

審
議
が
行
わ
れ
、
す
べ
て
承
認
さ

れ
た
。

第
１
号
議
Ҋ
・
２
０
２
３
年
度
事

業
報
告
承
認
の
件

第
２
号
議
Ҋ
・
２
０
２
３
年
度
ऩ

ࢧ
決
ࢉ
報
告
ฒ
ͼ
に
؂
ࠪ
報
告
承

認
の
件

第
３
号
議
Ҋ
・
２
０
２
３
年
度
৒

༨
金
ॲ
෼
Ҋ
承
認
の
件

第
４
号
議
Ҋ
・
２
０
２
４
年
度
事

業
ܭ
画
（
Ҋ
）
決
定
の
件

第
５
号
議
Ҋ
・
２
０
２
４
年
度
ऩ

ࢧ
予
ࢉ
（
Ҋ
）
決
定
の
件

第
６
号
議
Ҋ
・
２
０
２
４
年
度
会

費
ٴ
ͼ
会
費
௃
ऩ
ํ
法
決
定
の
件

第
７
号
議
Ҋ
・
໾
員
改
選
の
件

第
８
号
議
Ҋ
・
ͦ
の
ଞ

ợ
ୈ
１
߸
ٞ
Ҋ
Ụ

２
０
２
３
年
度
事
業
報
告
承
認

の
件
で
は
、
দ
本
年
生
ઐ
຿
理
事

が
電
子
電
機
部
品
業
界
を
取
り
ר
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શࢠిࠃ෦඼ྲྀ௨࿈߹ձɹྺ୅ձ௕

ॳ୅ɹኍ੉ଠ٢
ïত࿨��೥ Ā ݄ʙত࿨��೥ ÿ ݄ð

ೋ୅ɹࢤଜٛ༤
ïত࿨��೥ Ā ݄ʙত࿨��೥ ÿ ݄ð

୅ɹ࿨஌ॏྑࡾ
ïত࿨��೥ Ā ݄ʙত࿨��೥ ÿ ݄ð

࢛୅ɹԬຊউٛ
ïত࿨üĀ೥ Ā ݄ʙত࿨ýú೥ ÿ ݄ð

୅ɹງ಺ਖ਼࿡ޒ
ïত࿨��೥ Ā ݄ʙฏ੒ ù೥ ÿ݄ð

࿡୅ɹౢࢁɹত
ïฏ੒ ù೥ Ā݄ʙฏ੒��೥ ÿ ݄ð

ࣣ୅ɹௗډ෢ٱ
ïฏ੒øú೥ Ā ݄ʙฏ੒øý೥ ÿ ݄ð

ീ୅ɹኍ੉๕ॏ
ïฏ੒��೥ Ā ݄ʙฏ੒��೥ ÿ ݄ð

۝୅ɹԬຊɹ߂
ïฏ੒��೥ Ā ݄ʙྩ࿨ û೥ ÿ݄ð
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全
国
電
子
部
品
流
通
連
合
会
の
50
年
の
歴
史

昭
和
��
年
（
１
９
６
６
年
）

東
京
都
電
機
卸
商
業
協
同
組

合
・
電
子
部
品
会
と
近
畿
電
子
部

品
卸
商
組
合
が
初
会
合
を
開
き
、

全
国
的
組
織
づ
く
り
の
機
運
が
高

ま
っ
た
。

昭
和
��
年
（
１
９
７
３
年
）

・
1�
月
８
日
／
全
国
の
電
子
部
品

流
通
業
者
が
３
０
０
名
参
加
し
、

第
１
回
大
会
を
開
催
。

昭
和
��
年
（
１
９
７
４
年
）

・
９
月
1�
日
／
全
国
電
子
部
品
流

通
業
者
連
絡
協
議
会
（
現
・
全
国

電
子
部
品
流
通
連
合
会
）
の
創
立

総
会
を
全
ラ
連
会
館
（
現
・
全
国

家
電
会
館
）
で
開
催
。
初
代
会
長

に
廣
瀬
太
吉
氏
を
選
出
。

昭
和
��
年
（
１
９
７
５
年
）

・
７
月
１
日
／
全
国
電
子
部
品
流

通
業
者
連
絡
協
議
会
の
機
関
誌
で

あ
る
『
電
子
部
品
流
通
』
第
１
号

を
創
刊
。

・
９
月
��
日
／
全
国
の
電
子
部
品

流
通
業
者
（
３
５
０
名
参
加
）
に

よ
る
第
２
回
大
会
を
帝
国
ホ
テ
ル

で
開
催
。

・
1�
月
14
日
／
全
国
電
子
部
品
流

通
業
者
連
絡
協
議
会
の
第
１
回
通

常
総
会
を
全
ラ
連
会
館
（
現
・
全

国
家
電
会
館
）
で
開
催
。
略
称
を

Ｊ
Ｅ
Ｐ
（
ジ
ャ
パ
ン
・
エ
レ
ク
ト

ロ
ニ
ク
ス
・
パ
ー
ツ
）
に
決
定
。

昭
和
��
年
（
１
９
７
６
年
）

・
６
月
８
日
～
1�
日
／
Ｊ
Ｅ
Ｐ
第

１
回
海
外
視
察
団
（
名
称
Ｊ
Ｅ
Ｐ

ア
メ
リ
カ
視
察
団
）
に
よ
る
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
「
国
際
極
小
電
子
半
導

体
展
」
と
シ
カ
ゴ
「
電
子
機
器
消

費
材
シ
ョ
ー
」
視
察
を
実
施
。

・
1�
月
��
日
／
Ｊ
Ｅ
Ｐ
が
第
２
回

通
常
総
会
を
全
ラ
連
会
館
（
現
・

全
国
家
電
会
館
）
で
開
催
。

・
1�
月
��
日
～
��
日
／
１
９
７
６

エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
シ
ョ
ー
が
東

京
国
際
見
本
市
・
晴
海
会
場
で
開

催
さ
れ
、
Ｊ
Ｅ
Ｐ
も
ブ
ー
ス
出
展

し
、
会
員
名
簿
を
配
布
。

昭
和
��
年
（
１
９
７
７
年
）

・
1�
月
15
日
／
Ｊ
Ｅ
Ｐ
が
第
３
回

通
常
総
会
を
大
阪
商
工
会
議
所
で

開
催
。
第
２
代
会
長
に
志
村
義
雄

氏
を
選
出
。

・
1�
月
14
日
～
1�
日
／
１
９
７
７

年
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
シ
ョ
ー
を

大
阪
市
見
本
市
・
港
会
場
で
開
催
。

Ｊ
Ｅ
Ｐ
も
ブ
ー
ス
出
展
し
、
会
員

名
簿
を
配
布
。
こ
の
後
も
エ
レ
ク

ト
ロ
ニ
ク
ス
シ
ョ
ー
は
東
京
と
大

阪
で
交
互
に
開
催
。
Ｊ
Ｅ
Ｐ
も
出

展
し
、
会
員
名
簿
を
配
布
。

昭
和
��
年
（
１
９
７
８
年
）

・
1�
月
７
日
／
Ｊ
Ｅ
Ｐ
が
第
４
回

通
常
総
会
を
全
ラ
連
会
館（
現
・
全

国
家
電
会
館
）で
開
催
。名
称
を
全

国
電
子
部
品
流
通
連
合
会
に
改
称
。

・
1�
月
1�
日
～
��
日
／
Ｊ
Ｅ
Ｐ
が

韓
国
・
台
湾
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
・

シ
ョ
ー
研
修
団
を
派
遣
。
ソ
ウ
ル

「
韓
国
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
・
シ

ョ
ー
」
と
、
台
北
「
台
湾
エ
レ
ク

ト
ロ
ニ
ク
ス
・
シ
ョ
ー
」を
視
察
。

昭
和
��
年
（
１
９
７
９
年
）

・
９
月
14
日
／
中
部
電
子
部
品
流

通
業
協
議
会
設
立
総
会
を
名
古
屋

都
ホ
テ
ル
で
開
催
。
略
称
は
Ｃ
Ｅ

Ｐ
。

・
1�
月
５
日
／
Ｊ
Ｅ
Ｐ
が
第
５
回

通
常
総
会
を
大
阪
商
工
会
議
所
で

開
催
。

昭
和
��
年
（
１
９
８
０
年
）

・
６
月
14
日
～
�1
日
／
第
２
回
Ｊ

Ｅ
Ｐ
ア
メ
リ
カ
視
察
団
を
派
遣
し

「
コ
ン
シ
ュ
ー
マ
ー
・
エ
レ
ク
ト

ロ
ニ
ク
ス
・
シ
ョ
ー
」
を
視
察
。

・
1�
月
９
日
～
1�
日
／
第
２
回
韓

国
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
・
シ
ョ
ー

視
察
団
を
派
遣
。

・
1�
月
15
日
／
Ｊ
Ｅ
Ｐ
が
第
６
回

通
常
総
会
を
東
京
・
京
王
プ
ラ
ザ

で
開
催
。

昭
和
��
年
（
１
９
８
１
年
）

第
１
回
通
常
総
会
で
挨
拶
す
る

廣
瀬
会
長

１
９
７
６
年
に
Ｊ
Ｅ
Ｐ
視
察

団
を
派
遣
し
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
国
際
極
小
電
子
半
導
体
展

１
９
７
６
年
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ

ク
ス
シ
ョ
ー
の
Ｊ
Ｅ
Ｐ
ブ
ー

ス
。
初
参
加
と
な
っ
た
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・
９
月
��
日
／
東
北
・
北
海
道
電

子
部
品
流
通
協
議
会
が
設
立
。
略

称
は
Ｔ
Ｈ
Ｅ
Ｐ
。

・
1�
月
８
日
／
Ｊ
Ｅ
Ｐ
が
第
７
回

通
常
総
会
を
大
阪
東
急
ホ
テ
ル
で

開
催
。

昭
和
��
年
（
１
９
８
２
年
）

・
５
月
��
日
／
関
東
甲
信
越
電
子

部
品
流
通
協
議
会
が
設
立
総
会
を

東
京
神
田
・
大
同
ホ
ー
ル
で
開

催
。
略
称
は
Ｎ
Ｅ
Ｐ
（
Ｎ
は
、
９

県
か
ら
加
盟
し
た
こ
と
で
、
Ｎ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
か
ら
取
っ
た
）。

・
1�
月
��
日
／
Ｊ
Ｅ
Ｐ
が
第
８
回

通
常
総
会
を
東
京
・
京
王
プ
ラ
ザ

で
開
催
。
第
３
代
会
長
に
は
和
知

重
良
氏
を
選
出
。
Ｎ
Ｅ
Ｐ
設
立
に

伴
い
、
西
日
本
地
域
の
組
織
化
を

推
進
す
る
機
運
が
高
ま
る
。

昭
和
��
年
（
１
９
８
３
年
）

・
５
月
1�
日
／
中
国
・
四
国
電
子

制
御
部
品
流
通
協
議
会
が
設
立
さ

れ
る
。
設
立
総
会
は
広
島
・
国
際

ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
た
。

・
５
月
��
日
／
九
州
電
子
部
品
流

通
業
協
議
会
が
設
立
。
設
立
総
会

は
博
多
・
郵
便
貯
金
会
館
で
開
催

さ
れ
た
。

・
1�
月
７
日
／
Ｊ
Ｅ
Ｐ
が
第
９
回

通
常
総
会
を
京
都
・
国
立
京
都
国

際
会
館
で
開
催
。
Ｊ
Ｅ
Ｐ
結
成
９

年
目
で
全
国
組
織
化
を
達
成
。

・
1�
月
1�
日
～
15
日
／
Ｊ
Ｅ
Ｐ
は

第
４
回
海
外
視
察
団
を
結
成
、
韓

国
電
子
展
に
派
遣
。

昭
和
��
年
（
１
９
８
４
年
）

・
６
月
／
東
北
・
北
海
道
電
子
部

品
流
通
協
議
会
が
東
北
電
子
部
品

流
通
協
議
会
に
組
織
変
更
。

関
東
甲
信
越
電
子
部
品
流
通
協

議
会
が
関
東
甲
信
越
電
子
制
御
部

品
流
通
協
議
会
に
変
更
。

・
1�
月
５
日
／
Ｊ
Ｅ
Ｐ
が
第
1�
回

通
常
総
会
を
東
京
・
京
王
プ
ラ
ザ

で
開
催
し
、
第
４
代
会
長
に
岡
本

勝
義
氏
を
選
出
。

昭
和
��
年
（
１
９
８
５
年
）

・
８
月
��
日
／
北
海
道
電
子
制
御

部
品
流
通
協
議
会
が
設
立
さ
れ
る

（
略
称
：
Ｈ
Ｏ
Ｅ
Ｐ
）。

・
1�
月
７
日
／
Ｊ
Ｅ
Ｐ
が
第
11
回

通
常
総
会
を
大
阪
・
ホ
テ
ル
日
航

大
阪
で
開
催
。

・
1�
月
６
日
～
11
日
／
１
９
８
５

エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
シ
ョ
ー
が
大

阪
市
国
際
見
本
市
・
港
会
場
イ
ン

デ
ッ
ク
ス
大
阪
で
開
催
さ
れ
、
Ｊ

Ｅ
Ｐ
も
ブ
ー
ス
出
展
し
、
会
員
名

簿
を
配
布
。

・
11
月
３
日
～
９
日
／
Ｊ
Ｅ
Ｐ
中

国
業
界
視
察
旅
行
を
実
施
。

昭
和
��
年
（
１
９
８
６
年
）

・
1�
月
３
日
／
Ｊ
Ｅ
Ｐ
が
第
1�
回

通
常
総
会
を
東
京
・
京
王
プ
ラ
ザ

で
開
催
。

昭
和
��
年
（
１
９
８
７
年
）

・
1�
月
２
日
／
Ｊ
Ｅ
Ｐ
が
第
1�
回

通
常
総
会
を
大
阪
・
大
阪
ガ
ー
デ

ン
パ
レ
ス
で
開
催
。

昭
和
��
年
（
１
９
８
８
年
）

・
９
月
／
北
海
道
電
子
制
御
部
品

流
通
協
議
会
に
お
い
て
退
会
者
が

増
加
し
、
組
織
立
て
直
し
ま
で
の

間
の
休
会（
後
に
退
会
）と
な
る
。

・
1�
月
３
日
／
Ｊ
Ｅ
Ｐ
が
第
14
回

通
常
総
会
を
東
京
・
京
王
プ
ラ
ザ

で
開
催
し
、
第
５
代
会
長
に
堀
内

正
六
氏
を
選
出
。

平
成
元
年
（
１
９
８
９
年
）

・
２
月
�1
日
／
緊
急
全
国
常
任
理

事
会
を
開
催
し
、
表
示
カ
ル
テ
ル

を
公
正
取
引
委
員
会
に
申
請
す
る

こ
と
を
承
認
。

・
1�
月
��
日
／
第
15
回
通
常
総
会

を
大
阪
・
大
阪
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

で
開
催
。

平
成
２
年
（
１
９
９
０
年
）

大
阪
商
工
会
議
所
で
行
わ
れ

た
第
３
回
通
常
総
会

Ｊ
Ｅ
Ｐ
が
研
修
団
を
派
遣
し
た

韓
国
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
・
シ

ョ
ー

エ
レ
シ
ョ
ー
で
初
め
て
配
布

さ
れ
た
Ｊ
Ｅ
Ｐ
会
員
名
簿

１
９
７
９
年
エ
レ
シ
ョ
ー
の

Ｊ
Ｅ
Ｐ
ブ
ー
ス
。
マ
イ
コ
ン

に
よ
る
占
い
を
行
っ
た
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・
1�
月
３
日
／
Ｊ
Ｅ
Ｐ
が
第
1�
回

通
常
総
会
を
東
京
・
東
京
ガ
ー
デ

ン
パ
レ
ス
で
開
催
。
第
６
代
会
長

に
山
嶋
昭
氏
を
選
出
。

平
成
３
年
（
１
９
９
１
年
）

・
1�
月
３
日
／
Ｊ
Ｅ
Ｐ
が
第
1�
回

通
常
総
会
を
東
京
・
東
京
ガ
ー
デ

ン
パ
レ
ス
で
開
催
。

・
1�
月
１
日
～
５
日
／
１
９
９
１

エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
シ
ョ
ー
を
千

葉
・
幕
張
メ
ッ
セ
で
開
催
。
初
の

幕
張
メ
ッ
セ
で
の
実
施
と
な
っ

た
。
Ｊ
Ｅ
Ｐ
も
ブ
ー
ス
出
展
し
、

会
員
名
簿
を
配
布
。
な
お
、
翌
年

は
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
大
阪
で
開
催
。

平
成
４
年
（
１
９
９
２
年
）

・
1�
月
14
日
／
Ｊ
Ｅ
Ｐ
が
第
1�
回

通
常
総
会
を
大
阪
・
大
阪
ガ
ー
デ

ン
パ
レ
ス
で
開
催
。

平
成
５
年
（
１
９
９
３
年
）

・
1�
月
６
日
／
Ｊ
Ｅ
Ｐ
が
第
1�
回

通
常
総
会
を
東
京
・
東
京
ガ
ー
デ

ン
パ
レ
ス
で
開
催
。
厳
し
い
状
況

か
ら
の
打
開
に
向
け
、
諸
事
業
の

強
化
な
ど
を
審
議
。

平
成
６
年
（
１
９
９
４
年
）

・
９
月
／
Ｊ
Ｅ
Ｐ
が
創
立
��
周
年

を
迎
え
る
。
記
念
座
談
会
も
開
催

さ
れ
、
商
社
の
進
む
べ
き
道
等
に

つ
い
て
意
見
が
交
換
さ
れ
た
。

・
1�
月
５
日
／
Ｊ
Ｅ
Ｐ
が
第
��
回

通
常
総
会
を
東
京
・
池
之
端
文
化

セ
ン
タ
ー
で
開
催
。
��
周
年
記
念

特
別
表
彰
も
行
わ
れ
た
。

・
1�
月
４
日
～
８
日
／
１
９
９
４

エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
シ
ョ
ー
が
千

葉
・
幕
張
メ
ッ
セ
で
開
催
さ
れ
、

Ｊ
Ｅ
Ｐ
も
ブ
ー
ス
出
展
し
、
会
員

名
簿
を
配
布
。

平
成
７
年
（
１
９
９
５
年
）

・
1�
月
1�
日
／
Ｊ
Ｅ
Ｐ
が
第
�1
回

通
常
総
会
を
大
阪
・
三
井
ア
ー
バ

ン
ホ
テ
ル
大
阪
ベ
イ
タ
ワ
ー
で
開

催
。

平
成
８
年
（
１
９
９
６
年
）

・
1�
月
２
日
／
Ｊ
Ｅ
Ｐ
が
第
��
回

通
常
総
会
を
東
京
・
東
京
ガ
ー
デ

ン
パ
レ
ス
で
開
催
。

・
９
月
��
日
～
1�
月
５
日
／
１
９

９
６
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
シ
ョ
ー

が
千
葉
・
幕
張
メ
ッ
セ
で
開
催
。

Ｊ
Ｅ
Ｐ
も
ブ
ー
ス
出
展
し
、
会
員

名
簿
を
配
布
。

平
成
９
年
（
１
９
９
７
年
）

・
1�
月
７
日
／
Ｊ
Ｅ
Ｐ
が
第
��
回

通
常
総
会
を
東
京
・
池
之
端
文
化

セ
ン
タ
ー
で
開
催
。

平
成
��
年
（
１
９
９
８
年
）

・
３
月
1�
日
／
理
事
会
に
お
い

て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
化
推
進
委

員
会
の
設
置
を
決
定
。

・
1�
月
７
日
／
Ｊ
Ｅ
Ｐ
が
第
�4
回

通
常
総
会
を
大
阪
・
三
井
ア
ー
バ

ン
ホ
テ
ル
大
阪
ベ
イ
タ
ワ
ー
で
開

催
。
Ｐ
Ｌ
法
の
研
究
な
ど
へ
の
取

り
組
み
が
決
め
ら
れ
た
。

・
1�
月
６
日
～
1�
日
／
１
９
９
８

エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
シ
ョ
ー
が
大

阪
市
国
際
見
本
市
・
港
会
場
イ
ン

デ
ッ
ク
ス
大
阪
で
開
催
。
Ｊ
Ｅ
Ｐ

も
ブ
ー
ス
出
展
し
、
会
員
名
簿
を

配
布
。
同
展
最
後
の
大
阪
開
催
と

な
る
。

平
成
��
年
（
１
９
９
９
年
）

・
１
月
／
Ｊ
Ｅ
Ｐ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

開
設
。

・
1�
月
６
日
／
Ｊ
Ｅ
Ｐ
が
第
�5
回

通
常
総
会
を
東
京
・
東
京
ガ
ー
デ

ン
パ
レ
ス
で
開
催
。
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
活
用
の
実
施
な
ど
を
決
定
。

・
1�
月
５
日
～
９
日
／
１
９
９
９

エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
シ
ョ
ー
が
千

葉
・
幕
張
メ
ッ
セ
で
開
催
。
Ｊ
Ｅ

Ｐ
も
ブ
ー
ス
出
展
し
、
会
員
名
簿

を
配
布
。
同
展
を
Ｃ
Ｏ
Ｍ

Ｊ
Ａ

Ｐ
Ａ
Ｎ
と
合
同
で
開
催
。

平
成
��
年
（
２
０
０
０
年
）

・
1�
月
４
日
／
Ｊ
Ｅ
Ｐ
が
第
��
回

通
常
総
会
を
東
京
・
京
王
プ
ラ
ザ

で
開
催
。

・
1�
月
３
日
～
７
日
／
エ
レ
ク
ト

ロ
ニ
ク
ス
シ
ョ
ー
が
Ｃ
Ｏ
Ｍ

Ｊ

Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
と
統
合
さ
れ
、
Ｃ
Ｅ
Ａ

Ｔ
Ｅ
Ｃ

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
２
０
０
０

に
改
称
し
、
千
葉
・
幕
張
メ
ッ
セ

で
開
催
。
Ｊ
Ｅ
Ｐ
も
ブ
ー
ス
出
展

し
、
会
員
名
簿
を
配
布
。
こ
れ
よ

り
会
場
が
幕
張
メ
ッ
セ
と
な
る
。

平
成
��
年
（
２
０
０
１
年
）

・
1�
月
３
日
／
Ｊ
Ｅ
Ｐ
が
第
��
回

通
常
総
会
を
東
京
・
東
京
ガ
ー
デ

ン
パ
レ
ス
で
開
催
。
第
７
代
会
長

に
鳥
居
武
久
氏
を
選
出
。

平
成
��
年
（
２
０
０
２
年
）

・
1�
月
２
日
／
Ｊ
Ｅ
Ｐ
が
第
��
回

通
常
総
会
を
東
京
・
東
京
ガ
ー
デ

ン
パ
レ
ス
で
開
催
。
新
商
社
像
等

が
語
ら
れ
た
。

・
1�
月
１
日
～
５
日
／
Ｃ
Ｅ
Ａ
Ｔ

Ｃ
Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｃ

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ

Ｎ

２
０
０
０
で
の
Ｊ
Ｅ
Ｐ

ブ
ー
ス
。
Ｐ
Ｃ
を
設
置
し
、

Ｊ
Ｅ
Ｐ
の
Ｈ
Ｐ
を
訴
求

第
20
回
Ｊ
Ｅ
Ｐ
総
会
で
行
わ

れ
た
功
労
役
員
表
彰
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Ｅ
Ｃ

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
２
０
０
２
が

千
葉
・
幕
張
メ
ッ
セ
で
開
催
。
Ｊ

Ｅ
Ｐ
も
ブ
ー
ス
出
展
し
、
会
員
名

簿
を
配
布
。
新
た
な
試
み
と
し
て

リ
ュ
ー
サ
ン
、
東
亜
無
線
電
機
、

電
波
新
聞
の
各
ブ
ー
ス
に
会
員
名

簿
を
配
置
し
、
配
布
数
の
拡
大
を

狙
っ
た
。

平
成
��
年
（
２
０
０
３
年
）

・
1�
月
８
日
／
Ｊ
Ｅ
Ｐ
が
第
��
回

通
常
総
会
を
東
京
・
東
京
ガ
ー
デ

ン
パ
レ
ス
で
開
催
。
Ｊ
Ｅ
Ｐ
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
ア
ク
セ
ス
数
が
年
間
で

約
��
万
件
と
な
る
。

平
成
��
年
（
２
０
０
４
年
）

・
1�
月
６
日
／
Ｊ
Ｅ
Ｐ
が
第
��
回

通
常
総
会
を
東
京
・
東
京
ガ
ー
デ

ン
パ
レ
ス
で
開
催
し
、
第
８
代
会

長
に
廣
瀬
芳
重
氏
を
選
出
。

平
成
��
年
（
２
０
０
５
年
）

・
1�
月
５
日
／
Ｊ
Ｅ
Ｐ
が
第
�1
回

通
常
総
会
を
東
京
・
東
京
ガ
ー
デ

ン
パ
レ
ス
で
開
催
。

平
成
��
年
（
２
０
０
６
年
）

・
1�
月
４
日
／
Ｊ
Ｅ
Ｐ
が
第
��
回

通
常
総
会
を
東
京
・
東
京
ガ
ー
デ

ン
パ
レ
ス
で
開
催
。

平
成
��
年
（
２
０
０
７
年
）

・
1�
月
３
日
／
Ｊ
Ｅ
Ｐ
が
第
��
回

通
常
総
会
を
東
京
・
東
京
ガ
ー
デ

ン
パ
レ
ス
で
開
催
。

平
成
��
年
（
２
０
０
８
年
）

・
1�
月
１
日
／
Ｊ
Ｅ
Ｐ
が
第
�4
回

通
常
総
会
を
東
京
・
東
京
ガ
ー
デ

ン
パ
レ
ス
で
開
催
し
、
第
９
代
会

長
に
岡
本
弘
氏
を
選
出
。

平
成
��
年
（
２
０
０
９
年
）

・
1�
月
７
日
／
Ｊ
Ｅ
Ｐ
が
第
�5
回

通
常
総
会
を
東
京
・
東
京
ガ
ー
デ

ン
パ
レ
ス
で
開
催
。
地
区
情
勢
報

告
で
は
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
の

影
響
に
よ
る
厳
し
い
状
況
等
に
つ

い
て
報
告
が
あ
っ
た
。

平
成
��
年
（
２
０
１
０
年
）

・
11
月
15
日
／
Ｊ
Ｅ
Ｐ
が
第
��
回

通
常
総
会
を
東
京
・
東
京
ガ
ー
デ

ン
パ
レ
ス
で
開
催
。

平
成
��
年
（
２
０
１
１
年
）

・
1�
月
５
日
／
Ｊ
Ｅ
Ｐ
が
第
��
回

通
常
総
会
を
東
京
・
東
京
ガ
ー
デ

ン
パ
レ
ス
で
開
催
。
東
日
本
大
震

災
に
よ
っ
て
、
東
北
地
区
の
電
子

部
品
業
界
に
大
き
な
被
害
が
発
生

し
た
こ
と
な
ど
も
報
告
。

平
成
��
年
（
２
０
１
２
年
）

・
1�
月
３
日
／
Ｊ
Ｅ
Ｐ
が
第
��
回

通
常
総
会
を
東
京
・
東
京
ガ
ー
デ

ン
パ
レ
ス
で
開
催
。

平
成
��
年
（
２
０
１
３
年
）

・
1�
月
２
日
／
Ｊ
Ｅ
Ｐ
が
第
��
回

通
常
総
会
を
東
京
・
東
京
ガ
ー
デ

ン
パ
レ
ス
で
開
催
。

平
成
��
年
（
２
０
１
４
年
）

・
1�
月
８
日
／
Ｊ
Ｅ
Ｐ
が
第
4�
回

通
常
総
会
を
東
京
・
東
京
ガ
ー
デ

ン
パ
レ
ス
で
開
催
。

・
1�
月
７
日
～
11
日
／
Ｃ
Ｅ
Ａ
Ｔ

Ｅ
Ｃ

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
２
０
１
４
が

千
葉
・
幕
張
メ
ッ
セ
で
開
催
。
Ｊ

Ｅ
Ｐ
も
ブ
ー
ス
出
展
し
、
会
員
名

簿
を
配
布
。

平
成
��
年
（
２
０
１
５
年
）

・
1�
月
６
日
／
Ｊ
Ｅ
Ｐ
が
第
41
回

通
常
総
会
を
東
京
・
東
京
ガ
ー
デ

ン
パ
レ
ス
で
開
催
。
会
員
増
強
が

課
題
に
上
が
っ
た
。

平
成
��
年
（
２
０
１
６
年
）

・
1�
月
５
日
／
Ｊ
Ｅ
Ｐ
が
第
4�
回

通
常
総
会
を
東
京
・
東
京
ガ
ー
デ

ン
パ
レ
ス
で
開
催
。

・
1�
月
４
日
～
７
日
／
Ｃ
Ｅ
Ａ
Ｔ

Ｅ
Ｃ

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
２
０
１
６
が

千
葉
・
幕
張
メ
ッ
セ
で
開
催
。

平
成
��
年
（
２
０
１
７
年
）

・
1�
月
／
Ｊ
Ｅ
Ｐ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。

・
1�
月
４
日
／
Ｊ
Ｅ
Ｐ
が
第
4�
回

通
常
総
会
を
東
京
・
東
京
ガ
ー
デ

ン
パ
レ
ス
で
開
催
。

平
成
��
年
（
２
０
１
８
年
）

・
３
月
２
日
／
３
月
度
Ｊ
Ｅ
Ｐ
理

事
会
を
初
の
テ
レ
ビ
会
議
で
実

施
。
岡
本
無
線
電
機
の
本
社
と
全

国
各
地
の
営
業
所
を
テ
レ
ビ
会
議

で
結
ん
だ
。

・
６
月
６
日
～
８
日
／
電
子
機
器

ト
ー
タ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
展

（
Ｊ
Ｐ
Ｃ
Ａ

Ｓ
ｈ
ｏ
ｗ
）
２
０

１
８
が
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
開

催
さ
れ
、
東
京
都
電
機
卸
商
業
協

同
組
合
（
Ｔ
Ｅ
Ｐ
）
が
業
界
団
体

パ
ビ
リ
オ
ン
「
Ｔ
Ｅ
Ｐ

Ｓ
ｈ
ｏ

ｗ
」
と
し
て
15
社
が
参
加
。
翌
年

第
40
回
通
常
総
会
の
様
子

Ｊ
Ｅ
Ｐ
／
Ｔ
Ｅ
Ｐ

Ｓ
ｈ
ｏ

ｗ
と
し
て
電
子
機
器
ト
ー
タ

ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
展
に
初

参
加
（
Ｊ
Ｅ
Ｐ
／
Ｔ
Ｅ
Ｐ

Ｓ
ｈ
ｏ
ｗ
会
場
）
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か
ら
開
催
さ
れ
る
Ｊ
Ｅ
Ｐ
／
Ｔ
Ｅ

Ｐ

Ｓ
ｈ
ｏ
ｗ
に
つ
な
が
る
。

・
1�
月
1�
日
／
Ｊ
Ｅ
Ｐ
が
第
44
回

通
常
総
会
を
東
京
・
東
京
ガ
ー
デ

ン
パ
レ
ス
で
開
催
。
東
京
都
電
機

卸
商
業
協
同
組
合
（
Ｔ
Ｅ
Ｐ
）
が

参
加
し
て
い
た
Ｊ
Ｐ
Ｃ
Ａ

Ｓ
ｈ

ｏ
ｗ
に
、
Ｊ
Ｅ
Ｐ
も
Ｊ
Ｅ
Ｐ
／
Ｔ

Ｅ
Ｐ

Ｓ
ｈ
ｏ
ｗ
と
し
て
の
参
画

を
決
定
。

令
和
元
年
（
２
０
１
９
年
）

・
６
月
５
日
～
７
日
／
Ｊ
Ｐ
Ｃ
Ａ

Ｓ
ｈ
ｏ
ｗ
２
０
１
９
が
東
京
ビ

ッ
グ
サ
イ
ト
で
開
催
さ
れ
、
Ｊ
Ｅ

Ｐ
か
ら
1�
社
、
Ｔ
Ｅ
Ｐ
か
ら
15
社

が
Ｊ
Ｅ
Ｐ
／
Ｔ
Ｅ
Ｐ

Ｓ
ｈ
ｏ
ｗ

と
し
て
初
参
加
。

・
８
月
�1
日
／
東
北
電
子
制
御
部

品
流
通
協
議
会
が
解
散
。

・
1�
月
1�
日
／
Ｊ
Ｅ
Ｐ
が
第
45
回

通
常
総
会
を
東
京
・
東
京
ガ
ー
デ

ン
パ
レ
ス
で
開
催
。

・
1�
月
15
日
～
1�
日
／
Ｃ
Ｅ
Ａ
Ｔ

Ｅ
Ｃ
２
０
１
９
（
Ｃ
Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｃ

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
か
ら
Ｃ
Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｅ

Ｃ
に
名
称
変
更
）
が
千
葉
・
幕
張

メ
ッ
セ
で
開
催
。
Ｊ
Ｅ
Ｐ
も
ブ
ー

ス
出
展
し
、
会
員
名
簿
を
配
布
。

翌
年
以
降
も
同
展
に
参
加
。

令
和
２
年
（
２
０
２
０
年
）

・
５
月
��
日
～
��
日
／
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
り
、

５
月
に
開
催
予
定
で
あ
っ
た
Ｊ
Ｐ

Ｃ
Ａ

Ｓ
ｈ
ｏ
ｗ
２
０
２
０
が
中

止
。

・
1�
月
�1
日
／
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、

Ｊ
Ｅ
Ｐ
第
4�
回
通
常
総
会
を
書
面

決
議
で
実
施
。
ま
た
総
会
前
に
開

催
さ
れ
た
理
事
会
は
、
三
共
社
の

好
意
で
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
シ
ス
テ
ム
が

貸
し
出
さ
れ
、
初
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
開
催

と
な
っ
た
。

・
1�
月
��
日
～
��
日
／
Ｃ
Ｅ
Ａ
Ｔ

Ｅ
Ｃ
２
０
２
０
の
リ
ア
ル
展
示
会

開
催
を
中
止
し
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
開
催
と

す
る
。
Ｊ
Ｅ
Ｐ
も
会
員
名
簿
を
デ

ジ
タ
ル
化
し
て
参
加
。

令
和
３
年
（
２
０
２
１
年
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
が
継
続
。

・
５
月
��
日
～
��
日
／
Ｊ
Ｐ
Ｃ
Ａ

Ｓ
ｈ
ｏ
ｗ
２
０
２
１
の
開
催
を

見
送
る
。

・
1�
月
��
日
／
Ｊ
Ｅ
Ｐ
第
4�
回
通

常
総
会
を
Ｗ
Ｅ
Ｂ
と
書
面
形
式
で

実
施
。

・
1�
月
1�
日
～
��
日
／
Ｃ
Ｅ
Ａ
Ｔ

Ｅ
Ｃ
２
０
２
１
を
Ｗ
Ｅ
Ｂ
開
催
。

・
1�
月
��
日
～
��
日
／
当
初
、
５

月
に
開
催
予
定
だ
っ
た
Ｊ
Ｐ
Ｃ
Ａ

Ｓ
ｈ
ｏ
ｗ
２
０
２
１
を
東
京
・

東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
南
展
示
棟
で

開
催
し
、
Ｊ
Ｅ
Ｐ
／
Ｔ
Ｅ
Ｐ

Ｓ

ｈ
ｏ
ｗ
と
し
て
参
加
、
会
員
名
簿

を
配
布
。

令
和
４
年
（
２
０
２
２
年
）

・
６
月
15
日
～
1�
日
／
Ｊ
Ｐ
Ｃ
Ａ

Ｓ
ｈ
ｏ
ｗ
２
０
２
２
を
東
京
ビ

ッ
グ
サ
イ
ト
東
棟
で
開
催
し
、
Ｊ

Ｅ
Ｐ
／
Ｔ
Ｅ
Ｐ

Ｓ
ｈ
ｏ
ｗ
と
し

て
参
加
し
、
会
員
名
簿
を
配
布
。

・
1�
月
1�
日
／
Ｊ
Ｅ
Ｐ
が
第
4�
回

通
常
総
会
を
東
京
・
全
国
家
電
会

館
で
開
催
し
、
第
1�
代
会
長
に
屋

宮
芳
高
氏
を
選
出
。

令
和
５
年
（
２
０
２
３
年
）

・
５
月
�1
日
～
６
月
２
日
／
Ｊ
Ｐ

Ｃ
Ａ

Ｓ
ｈ
ｏ
ｗ
２
０
２
３
が
東

京
・
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
東
棟
で

開
催
さ
れ
、
Ｅ
Ｃ
Ｕ

Ｓ
ｈ
ｏ
ｗ

と
し
て
参
加
し
、
会
員
名
簿
を
配

布
。
こ
れ
ま
で
の
名
称
で
あ
っ
た

Ｊ
Ｅ
Ｐ
／
Ｔ
Ｅ
Ｐ

Ｓ
ｈ
ｏ
ｗ
か

ら
Ｅ
ｌ
ｅ
ｃ
ｔ
ｒ
ｏ
ｎ
ｉ
ｃ
ｓ

Ｃ
ｏ
ｍ
ｐ
ｏ
ｎ
ｅ
ｎ
ｔ

＆

Ｕ

ｎ
ｉ
ｔ

Ｓ
ｈ
ｏ
ｗ
（
略
称
・
Ｅ

Ｃ
Ｕ

Ｓ
ｈ
ｏ
ｗ
）
と
な
る
。

・
1�
月
1�
日
／
Ｊ
Ｅ
Ｐ
が
第
4�
回

通
常
総
会
を
東
京
・
東
京
ガ
ー
デ

ン
パ
レ
ス
で
開
催
。

令
和
６
年
（
２
０
２
４
年
）

・
６
月
1�
日
～
14
日
／
Ｊ
Ｐ
Ｃ
Ａ

Ｓ
ｈ
ｏ
ｗ
２
０
２
４
が
東
京
ビ

ッ
グ
サ
イ
ト
東
棟
で
開
催
さ
れ
、

Ｅ
Ｃ
Ｕ

Ｓ
ｈ
ｏ
ｗ
と
し
て
参
加

し
、
会
員
名
簿
を
配
布
。

Ｃ
Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｃ

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ

Ｎ
か
ら
Ｃ
Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｃ

（
２
０
１
９
展
）
に
名
称
が

変
更
。
Ｊ
Ｅ
Ｐ
も
出
展
し
、

協
賛
会
社
の
商
品
を
展
示

令
和
２
年
の
第
46
回
通
常
総

会
を
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
シ
ス
テ
ム

で
開
催（
写
真
は
東
京
会
場
・

三
共
社
）

Ｅ
Ｃ
Ｕ

Ｓ
ｈ
ｏ
ｗ
会
場
。

名
称
が
Ｊ
Ｅ
Ｐ
／
Ｔ
Ｅ
Ｐ

Ｓ
ｈ
ｏ
ｗ
か
ら
変
更
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